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【砧地区防災計画作成団体】                                （順不同） 

砧町町会 山野小学校 

法人格砧町自治会 山野小学校避難所運営本部 

石井戸会 砧小学校 

大蔵東部町会 砧小学校避難所運営本部 

大蔵住宅自治会 砧南小学校 

大蔵本村睦会 砧南小学校避難所運営本部 

岡本自治会 砧南中学校 

日赤奉仕団砧分団 砧南中学校避難所運営本部 

身近なまちづくり推進協議会 日本大学商学部 

ごみ減量･リサイクル推進委員会 成城消防団第５分団 

砧あんしんすこやかセンター 祖師谷みなみ商店街 

砧地域社会福祉協議会 TMC 通り商店街 

砧工房 独立行政法人国立成育医療研究センター 
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令和6年度　世田谷区危機管理部災害対策課

標高・急傾斜地崩壊危険度・土砂災害警戒区域等

１. 砧地区の特性

(1)自然特性

位置

面積 3.77 K㎡ 10.3 m最高標高 54.2 m 最低標高

急傾斜地崩壊危険度

標高(m)
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道路・公共交通機関

21.4 ％

町会・自治会数 7 -

産
業

商業 71.6

昼夜間人口比

％

夜間の人口 43,327 人 工業 7.0 ％

昼間の人口 34,886 人

0.81 - 農業

耐火率(建築面積ベース) 72.4 ％

細街路率 23.4

高齢者数(65才以上) 8,236 人
鉄道駅 小田急小田原線祖師ヶ谷大蔵駅

高齢者率(65才以上) 19.4 ％

若年層率(15才未満) 14.0 ％ 土地利用(宅地以外) 43.7 ％

％

世帯数 20,468 世帯 昭和56年以前木造建物棟数密度 54.6 棟/K㎡

若年層数(15才未満) 5,952 人 土地利用(宅地) 56.3 ％

１世帯あたり 2.08 人

(2)社会特性

人口 42,536 人

道路（幅員）

鉄道
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(2)社会特性

産業

用途
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火災危険度

(3)地域危険度

建物倒壊危険度

建物倒壊危険度

火災危険度
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震度分布

液状化分布

全焼棟数(倒壊建物含まず) 654 棟 うち重傷者 59 人

半壊棟数 1,018 棟 負傷者 345 人

(4)被害想定

全壊棟数 400 棟 死者 31 人

液状化危険度

震度
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被害棟数分布

(4)被害想定

全壊・半壊・

焼失棟数（棟）
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浸水想定（多摩川洪水版）

(4)被害想定

浸水想定（内水氾濫・中小河川洪水版）

浸水の深さ

浸水の深さ
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野川・仙川洪水時避難所山野小学校

ヶ所

輸送拠点 大蔵第二運動場

給水拠点

広域用防災倉庫 大蔵広域用防災倉庫

土のうステーション 砧まちづくりセンター　砧一丁目ろっかく公園

警察署・交番 岡本駐在所　大蔵二丁目交番

大蔵給水所

帰宅困難者支援施設 1

マンホールトイレ 3 ヶ所 防災行政無線塔

消防署・出張所

11 ヶ所 緑地 8

ボランティアマッチングセンター 日本大学商学部

緊急医療救護所

一時滞在施設 世田谷市場　世田谷総合高等学校

一時集合所

砧町公園　三峰公園　観音公園　砧まちづくりセンター駐車場敷地　富士見公
園　山野小学校校庭　砧6丁目公園一帯　砧8丁目児童遊園　石井戸公会堂敷
地　妙法寺境内　石井戸公園　横根稲荷神社境内　大蔵三丁目公園　大蔵氷川
神社境内　聖ドミニコ学園グランド　コヤマドライビングスクール成城校　岡本
民家園　長圓寺駐車場　都立世田谷総合高校グランド　区立岡本地区会館広
場　岡本の丘緑地

指定避難所 砧小学校 山野小学校

福祉避難所（高齢者）
特別養護老人ホーム砧ホーム　養護老人ホーム友愛ホーム　グループホーム花
みず木　ガーデンテラス砧公園

予備避難所
都立世田谷総合高等学校　日本大学商学部　聖ドミニコ学園※　氷川神社※
（※水害時避難施設）

サレジアン国際学園世田谷中学高等学校

東京都災害拠点病院

東京都災害拠点連携病院 国立成育医療研究センター

一時避難施設（車中避難） ヶ所

国立成育医療研究センター

土砂災害時避難所 岡本地区会館　大蔵地区会館

(5)防災資源一覧

広域避難場所 砧公園・大蔵運動公園一帯

水害時避難所（第1次）

水害時避難所（第2次） 区立総合運動場体育館　区立大蔵第二運動場体育館

避難所救護所

福祉避難所（母子）

福祉避難所（障害者）
岡本福祉作業ホーム　砧工房　泉の家　友愛園　世田谷更生館　友愛デイサー
ビスセンター　コーポ友愛
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世田谷区防災マップデータ　令和6年3月
首都直下地震等による東京の被害想定　報告書　令和4年5月25日
地域危険度一覧表（地震に関する地域危険度測定調査［第9回］）　令和4年9月

世田谷区GISオープンデータ

出典
世田谷区土砂災害ハザードマップ　令和6年7月発行

世田谷区洪水・内水氾濫ハザードマップ（多摩川洪水版、内水氾濫・中小河川洪水版）令和6年7月発行
世田谷の土地利用2021　世田谷区土地利用現況調査

世田谷区の町丁目別人口と世帯数　令和6年3月1日
世田谷区の年齢別人口　令和6年3月1日

令和2年国勢調査による 東京都の昼間人口（従業地・通学地による人口）第11表

(6)防災資源マップ
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(7)区民アンケート（砧地区）

　このアンケートは、今後の区内各地域及び地区における災害関連施策の検討や取組みに活用することを
目的として、令和６年度に災害対策課が実施した「在宅避難支援事業（防災カタログギフト）」に合わせて
行ったものである。
　なお、以下に記載している回答集計結果は、カタログギフト申込者のうち、ＷＥＢで申し込みをした区民
へ任意での回答を依頼し、令和６年８月９日から９月８日までに回収できた分である。

単純集計(1/5）

居住形態

【１】あなたはマンションなどの集合住宅にお住まいですか。

水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

集合住宅

66.7%

(1,620

件)

集合住宅

以外

32.7%

(794件)

無回答

0.7%

(16件)

n=2,430

居住形態（単数回答）

１～２日分

28.4%

(689件)

３日分

32.0%

(778件)

４～６日分

16.9%

(410件)

１週間分以上

10.2%

(248件)

水や食料の備

蓄はしていない

12.4%

(301件)

無回答

0.2%

(4件)

n=2,430

水や食料の備蓄状況（単数回答）
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(7)区民アンケート（砧地区）

単純集計(2/5）

震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

小中学校など地域

の避難所に行く

16.8%

(409件)

自宅が無事で危険がな

ければ自宅に留まる

（在宅避難）

76.9%

(1,869件)

危険がない家族

や親戚・友人の

家に避難する

（縁故避難）

2.8%

(67件)

自身で宿泊施設等を

確保して避難する

（自主避難）

1.0%

(25件)

その他（考えて

いないなど）

1.8%

(44件) 無回答

0.7%

(16件)

n=2,430

震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）
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(7)区民アンケート（砧地区）

単純集計(3/5）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

84.9%(2,063件)

64.5%(1,567件)

64.4%(1,566件)

61.4%(1,493件)

59.6%(1,449件)

53.7%(1,306件)

47.8%(1,161件)

47.1%(1,144件)

43.8%(1,065件)

39.6%(962件)

35.3%(858件)

35.1%(852件)

24.7%(601件)

23.9%(580件)

22.9%(557件)

19.1%(463件)

17.4%(423件)

16.6%(403件)

11.3%(275件)

0.1%(3件)

0.7%(17件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

トイレなどの衛生環境

食料、飲料水、生活必需品の不足

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

生活用水の不足

自宅や避難所での被災生活

外出先からの帰宅困難

携帯電話を含む通信の不通

電力不足

地震による火災

健康管理

建物被害

道路や交通機関の被害や混乱

行政や国の支援体制

災害状況などの情報入手の困難

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

ペットに関すること

SNS 等によるデマ情報の拡散

地域の方との助け合い不足

あてはまるものはない

無回答

n=2,430

災害時の心配ごと（複数回答）
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(7)区民アンケート（砧地区）

単純集計(4/5）

在宅避難をするために必要だと思うこと

【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

91.5%(2,224件)

77.4%(1,880件)

67.4%(1,637件)

64.8%(1,575件)

55.9%(1,358件)

52.5%(1,275件)

44.8%(1,089件)

41.4%(1,006件)

34.8%(846件)

31.3%(760件)

30.7%(745件)

30.5%(742件)

23.3%(567件)

16.7%(407件)

0.2%(4件)

1.3%(32件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

行政や国の支援体制

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

n=2,430

在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）
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(7)区民アンケート（砧地区）

単純集計(5/5）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

72.1%(1,752件)

56.7%(1,379件)

53.6%(1,302件)

50.0%(1,214件)

46.0%(1,118件)

43.5%(1,058件)

24.4%(594件)

20.6%(501件)

9.9%(240件)

1.3%(31件)

2.3%(57件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有

（災害状況や避難情報など）

避難の手助け

消火活動の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの

支援を必要とする人の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

n=2,430

災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

46.7%(1,135件)

45.8%(1,113件)

44.1%(1,072件)

27.9%(677件)

25.9%(629件)

21.4%(519件)

15.2%(370件)

5.1%(124件)

8.7%(212件)

2.8%(68件)

0% 20% 40% 60%

実施日や内容の周知・啓発

アクセスしやすい場所

参加しやすい時間

オンラインでの参加が可能

個人でも参加しやすい

親子や子どもが参加しやすい内容

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

n=2,430

防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）
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(7)区民アンケート（砧地区）

クロス集計(1/4）

水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

29.5%

(478件)

25.8%

(205件)

30.0%

(486件)

36.3%

(288件)

15.6%

(252件)

19.6%

(156件)

10.3%

(167件)

10.2%

(81件)

14.5%

(235件)

7.9%

(63件)

0.1%

(2件)

0.1%

(1件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=1,620）

集合住宅以外

（n=794）

【居住形態別】 水や食料の備蓄状況（単数回答）

１～２日分 ３日分

４～６日分 １週間分以上

水や食料の備蓄はしていない 無回答

17.3%

(281件)

15.6%

(124件)

76.0%(1,231件)

80.1%(636件)

3.3%

(54件)

1.6%

(13件)

1.1%

(18件)

0.9%

(7件)

1.9%

(31件)

1.6%

(13件)

0.3%

(5件)

0.1%

(1件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=1,620）

集合住宅以外

（n=794）

【居住形態別】 震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）

小中学校など地域の避難所に行く

自宅が無事で危険がなければ自宅に留まる（在宅避難）

危険がない家族や親戚・友人の家に避難する（縁故避難）

自身で宿泊施設等を確保して避難する（自主避難）

その他（考えていないなど）

無回答
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(7)区民アンケート（砧地区）

クロス集計(2/4）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

84.0%(1,361件)

66.2%(1,073件)

65.4%(1,059件)

61.9%(1,003件)

61.0%(989件)

55.4%(897件)

48.7%(789件)

47.7%(773件)

44.2%(716件)

37.0%(600件)

34.5%(559件)

32.3%(524件)

24.3%(394件)

24.2%(392件)

23.3%(377件)

18.7%(303件)

16.6%(269件)

15.2%(247件)

11.2%(182件)

0.1%(2件)

0.3%(5件)

87.7%(696件)

61.6%(489件)

63.7%(506件)

61.5%(488件)

57.4%(456件)

51.3%(407件)

44.5%(353件)

48.5%(385件)

43.7%(347件)

45.3%(360件)

37.4%(297件)

41.1%(326件)

25.8%(205件)

23.4%(186件)

22.4%(178件)

19.9%(158件)

16.6%(132件)

22.2%(176件)

11.5%(91件)

0.1%(1件)

0.3%(2件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

食料、飲料水、生活必需品の不足

トイレなどの衛生環境

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

生活用水の不足

自宅や避難所での被災生活

携帯電話を含む通信の不通

外出先からの帰宅困難

電力不足

地震による火災

健康管理

建物被害

道路や交通機関の被害や混乱

行政や国の支援体制

災害状況などの情報入手の困難

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

SNS 等によるデマ情報の拡散

ペットに関すること

地域の方との助け合い不足

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時の心配ごと（複数回答）

集合住宅

（n=1,620）

集合住宅以外

（n=794）
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(7)区民アンケート（砧地区）

クロス集計(3/4）

在宅避難をするために必要だと思うこと

【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

93.0%(1,506件)

78.0%(1,263件)

68.2%(1,105件)

64.9%(1,052件)

55.9%(905件)

53.0%(859件)

44.6%(723件)

40.9%(662件)

35.5%(575件)

31.9%(516件)

30.1%(487件)

29.9%(484件)

21.9%(355件)

15.1%(245件)

0.1%(1件)

1.0%(17件)

89.8%(713件)

77.3%(614件)

66.6%(529件)

65.5%(520件)

56.8%(451件)

52.0%(413件)

45.7%(363件)

43.1%(342件)

33.9%(269件)

30.5%(242件)

32.1%(255件)

32.1%(255件)

26.4%(210件)

20.4%(162件)

0.4%(3件)

0.6%(5件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

行政や国の支援体制

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）

集合住宅

（n=1,620）

集合住宅以外

（n=794）
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(7)区民アンケート（砧地区）

クロス集計(4/4）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

46.3%(750件)

44.3%(718件)

44.2%(716件)

29.4%(477件)

27.4%(444件)

20.4%(330件)

16.8%(272件)

5.0%(81件)

8.7%(141件)

2.9%(47件)

48.2%(383件)

44.0%(349件)

49.6%(394件)

25.1%(199件)

23.3%(185件)

23.6%(187件)

12.2%(97件)

5.4%(43件)

8.8%(70件)

1.6%(13件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施日や内容の周知・啓発

参加しやすい時間

アクセスしやすい場所

オンラインでの参加が可能

個人でも参加しやすい

親子や子どもが参加しやすい内容

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）

集合住宅

（n=1,620）

集合住宅以外

（n=794）

69.4%(1,124件)

57.2%(926件)

53.1%(860件)

50.2%(814件)

44.8%(725件)

42.5%(688件)

24.6%(398件)

19.3%(312件)

11.4%(184件)

1.4%(23件)

2.2%(36件)

78.5%(623件)

56.5%(449件)

55.3%(439件)

49.7%(395件)

49.1%(390件)

46.2%(367件)

24.4%(194件)

23.6%(187件)

7.1%(56件)

1.0%(8件)

1.5%(12件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有（災害状況

や避難情報など）

避難の手助け

消火活動の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの支援を必要

とする人の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

集合住宅

（n=1,620）

集合住宅以外

（n=794）
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16 

砧地区 一時集合所・広域避難場所・避難所・予備避難所一覧 

13 

12 

17 
15 

10 

20 

９ 

避難所一覧 

避難所名 
避難所運営担当 

砧地区町会・自治会 

避難所運営担当 

他地区町会・自治会 
砧地区避難対象区域 他地区避難対象区域 

山野小学校 
砧町町会 千歳台睦町会【祖師谷】 砧 1 丁目 1～5 番、11～34

番、砧 2～8 丁目全域 
祖師谷 1 丁目 1～5・18～21 番、千歳台 1 丁目 1～32・36～41 番 

法人格砧町自治会 千歳台南会【祖師谷】 

砧小学校 

石井戸会 

喜多見上部自治会【喜多見】 

砧 1 丁目 3・6～10・13 番、

砧 7 丁目 2 番、大蔵 1～5

丁目全域、砧公園全域 

成城 1 丁目 1～5 番、喜多見 5 丁目 7～9 番、喜多見 6 丁目全域 大蔵東部町会 

大蔵住宅自治会 

砧南小学校※ 大蔵本村睦会 
宇奈根町会【喜多見】 

大蔵 6 丁目全域 
宇奈根 1 丁目 2～14・19～21・25～43 番、宇奈根 2～3 丁目全域、鎌

田 3 丁目 14・27～35 番、鎌田 4 丁目全域、 鎌田協和会【喜多見】 

砧南中学校※ 岡本自治会 鎌田南睦会【喜多見】 岡本 1～3 丁目全域 宇奈根 1 丁目 1・15～18・22～24 番、鎌田１～2 丁目全域、鎌田 3 丁

目 1～13・15～26 番、瀬田 4 丁目 38～41 番、瀬田 5 丁目 6・9・28 番 ※砧南小学校・砧南中学校のメイン担当は喜多見拠点隊 

予備避難所一覧 

避難所名 

日本大学商学部 

都立世田谷総合高校 

 

14 

【避難所】 

砧南中学校 

18 
３ 

１ 

21 

４ 

【広域避難場所】 

多摩川河川敷・二子橋一帯 

１ 

２ 

３ 

【避難所】 

砧南小学校 

８ 

【避難所】 

砧小学校 

５ 

６ 

７ 

【広域避難場所】 

砧公園・大蔵運動場一帯 
砧・大蔵・砧公園の全域 

岡本１・３丁目 

４ 

11 

２ 

【拠点隊バックアップ施設】

砧地区会館 

【予備避難所】 

日本大学商学部 

【予備避難所】 

都立世田谷総合高校 

【避難所】 

山野小学校 

一時集合所一覧 
№1～21 は上図の○の番号に対応 

№ 避難所名 町会・自治会 

１ 富士見公園 

法人格 

砧町自治会 

２ 山野小学校校庭 

３ 砧６丁目公園一帯 

４ 砧８丁目児童遊園 

５ 三峰公園 

砧町町会 
６ 観音公園 

７  

８ 砧町公園 

９ 横根稲荷神社 大蔵東部町会 

10 大蔵三丁目公園 大蔵住宅自治会 

11 妙法寺境内 

石井戸会 12 石井戸公会堂敷地 

13 石井戸公園 

14 大蔵氷川神社 大蔵本村睦会 

15  

岡本自治会 

16 長圓寺駐車場 

17 岡本地区会館 

18 聖ドミニコ学園グランド 

19 岡本民家園 

20 都立世田谷総合高校 

21 岡本の丘緑地 

【拠点隊】 

砧まちづくりセンター 

岡本２丁目 

福祉避難所（高齢・障害）一覧 
№1～3 は上図の△の番号に対応 

№ 避難所名 

１ 

特別養護老人ホーム 砧ホーム 

養護老人ホーム 友愛ホーム 

友愛園 

世田谷更生館 

友愛デイサービスセンター 

コーポ友愛 

２ 砧工房 

３ 
岡本福祉作業ホーム 

泉の家 

福祉避難所（母子）一覧 
№4 は上図の△の番号に対応 

№ 避難所名 

４ 
サレジアン国際学園世田谷 

中学高等学校 
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 ２　各団体の防災活動～現在の取組状況～

数
量

場
所

数
量

場
所

砧町町会 5 ○ 砧町町会防災会議 6 ○ ○ 10

富士見公園、観音公園、
砧町公園、砧一丁目広
場、三峰公園、草山公
園、西山野公園、大根公
園、山野公園、実相寺駐
車場２丁目

1
三峰公園防
災倉庫

法人格砧町自治会 9 ○

法人格砧町自治会
防災部会
法人格砧町自治会
理事会

2
4

○ ○ 1
法人格砧町自治会、砧８
丁目児童遊園

1
砧８丁目児
童遊園防災
倉庫

石井戸会 25 ○ 2 ○ ○ 1 石井戸公園防災倉庫 1
石井戸公園
防災倉庫

大蔵住宅自治会
22
～
25

○ 総合防災訓練 2 ○ ○ 1 防災倉庫 1 防災倉庫

大蔵東部町会 3 ○ 町会会議 2 ○ ○ 2
集会所防災倉庫、横根
稲荷神社内

1
横根稲荷神
社防災倉庫

大蔵本村睦会 10 ○ ○ ○

岡本自治会 5 ○ 防災訓練 1 ○ ○ 2
岡本自治会倉庫、安養
館

1
岡本自治会
倉庫

砧公園ヒミコマン
ション管理組合防災
本部

8 ○ 定時理事会 1 ○ ○

ヴェルレージュ世田
谷砧防災本部

6 ○ 2 ○ ○

砧１丁目ＡＰ防災部 8 ○ 理事会 4 ○ ○

消火資機材の配備

実
施
し
て
い
な
い

会議名

実
施
回
数

（
年
間

）

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

団体名

防
災
担
当
者
数

防災に関する会議

Ｄ型ポンプ

配
備
し
て
い
る

配
備
し
て
い
な
い

スタンドパイプ

防災活動、
資機材配備等

の実施

実
施
し
て
い
る
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砧町町会

法人格砧町自治会

石井戸会

大蔵住宅自治会

大蔵東部町会

大蔵本村睦会

岡本自治会

砧公園ヒミコマン
ション管理組合防災
本部

ヴェルレージュ世田
谷砧防災本部

砧１丁目ＡＰ防災部

団体名

数
量

場
所

名
称

場
所

回
数

実
施
場
所

回
数

実
施
場
所

訓
練
名
称

実
施
場
所

○ 4

観音公園、三峰公
園、友愛十字会、砧
一丁目広場（スタン
ドパイプ使用訓練）

○

2 玄関・台所 ○ 2

富士見公園、マザ
アスホームだんら
ん世田谷、砧８丁目
児童遊園

○

○ 4
町内の公園、寺、小
学校

○

各戸
1

都公社で各戸設置 ○ 2 住宅内、砧小学校 2
住宅内訓練
並びに消防
署内

○

6 集会所防災倉庫 ○ 1
横根稲荷神社、集
会所

○

○ 1 砧南小学校 ○

○ 2
砧南中学校
岡本地区会館

○

28 共同廊下、EV、ホー
ル、EV機械室他

○ 2 マンション敷地内 ○

12

集会室前、電気室、
受水槽室前、
エントランス、駐車場
内(2)、EV電気室内
(2)、駐車場前(4)

○ 2 マンション敷地内 ○

各フロアー ○ 1 住宅敷地内 1 集会室 ○

消火資機材の配備 防災マップ

作
成
済

作
成
中

作
成
検
討
中

作
成
予
定
な
し

防災訓練等の実施

救命救急講習会 その他

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

防災訓練消火器 その他
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砧町町会

法人格砧町自治会

石井戸会

大蔵住宅自治会

大蔵東部町会

大蔵本村睦会

岡本自治会

砧公園ヒミコマン
ション管理組合防災
本部

ヴェルレージュ世田
谷砧防災本部

砧１丁目ＡＰ防災部

団体名
一
時
集
合
所

広
域
避
難
場
所

避
難
所

街
路
消
火
器

防
火
水
槽

震
災
用
井
戸

消
火
栓

その他

4 0 ○ 友愛十字会

○ ○ ○ ○ ○ ○
防災訓練実施公園、ＡＥＤ、公衆
トイレ、防災倉庫、交番、スタンド
パイプ設置場所

○ 0 ○
グループホー
ム砧

○ ○ ○ ○ ○
防災訓練で位置、開閉確認
中

○ ○ ○ ○
石井戸公会
堂

○ ○ ○ ○ 0 0 ○

○ ○
防火水槽、消火栓は東京消防庁
の防災マップより ○ ○ ○

○
水
害

※「鎌田四丁目・大蔵六丁目水
外字避難行動マップ（野川・仙川
版）の作成に参加。避難経路・マ
ンホール・河川水位確認カメラ・
車椅子通行不可箇所・坂より車
椅子自走困難箇所など

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
都・区、その他の防災マップ
による

○ ○ ○ 泉会

○

○ ○ ○

○ ○ ○

連携先・内容 協定先・内容

防災マップ
災害時連携・協定

（区を除く）

掲載情報
把
握
し
て
い
な
い

地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー

把
握
し
て
い
な
い

他
団
体
と
の
連
携

協
定
締
結

防災士等の数

防
災
士

特
に
な
し
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砧町町会

法人格砧町自治会

石井戸会

大蔵住宅自治会

大蔵東部町会

大蔵本村睦会

岡本自治会

砧公園ヒミコマン
ション管理組合防災
本部

ヴェルレージュ世田
谷砧防災本部

砧１丁目ＡＰ防災部

団体名

○

友愛十字会と
協力して防災
訓練を行なっ
ている。

○ ○ 〇 ○ 1 2

○ ○ ○
○(役
員の
み)

拡声器
3台

○ ○ 1 2 2

○ ○
対象者宅を
訪問予定

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ ○ ○ 2 2
小3
大2

1

○ ○ ○ ○ ○ 1 1 3 1

○ ○ ○ ○ ○ 3

○ ○ ○
○(役
員の
み)

○ ○ 1

○ 拡声器
3台

○ ○ 3

○ ○ ○ ○ 1

○ ○
拡声器
1台

○ ○ ○

締
結
し
て
い
る

検
討
中
で
あ
る

避難行動要
支援者協定

予
定
は
な
い

その他

策
定
済
み

策
定
中

検
討
中

予
定
な
し

名称

配
備
し
て
い
な
い

担
架

避難行動要支援者対策 連絡手段の確保
防災活動に関するマニュアル

（避難所運営マニュアルを除く）

配
備
し
て
い
る

リ
ア
カ
ー

日
頃
か
ら
の

見
守
り
活
動

避
難
行
動

要
支
援
者
体
験

その他

特
に
実
施

し
て
い
な
い

は
し
ご

簡
易
無
線

連
絡
網
の

作
成
・
整
備

救出救助に係る
資機材の配備

脚
立
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砧町町会

法人格砧町自治会

石井戸会

大蔵住宅自治会

大蔵東部町会

大蔵本村睦会

岡本自治会

砧公園ヒミコマン
ション管理組合防災
本部

ヴェルレージュ世田
谷砧防災本部

砧１丁目ＡＰ防災部

団体名

2 20 1 1 5 1 1 1 1
町会事務所、
三峰公園

○

1 10 1 ○ 300 180

6 1 1 1
石井戸公園防
災倉庫

○ 489 100

2 15 5 9 1 1 4 4

バケツ15、コーン赤6、ビ
ニールシート5、チェンソー
1、消火器7（ほか各戸に配
備あり）、台車大1小1、毛布
6、釜戸セット2、防災用テン
ト大1小3他色々あり

防災倉庫 ○ ○ 173

1 80 1 1 1 1 1 1 防災倉庫 ○ ○ ○
250

ℓ

2 10 2 1 2 氷川神社倉庫 ○

1 ○ 100 100 50

18 3 6 1 ○ 75 106 9.5

1 1 7 1 1 1
なた1本、ボルトクリッパー1
本、防水シート
２枚

防災倉庫 ○

6 1 1 1 1 1 1 救急シート、三角巾
防災倉庫　（3
号棟）

○

ヘ
ル
メ
ッ
ト

救
助
工
具
セ
ッ
ト

バ
ー

ル

ス
コ
ッ
プ

手
お
の

の
こ
ぎ
り

ツ
ル
ハ
シ

救出救助に係る資機材の配備 食糧等の備蓄

その他 保管場所

備
蓄
し
て
い
な
い

備
蓄
し
て
い
る

ア
ル
フ
ァ
米

ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
乾
パ
ン

お
か
ゆ

飲
料
水

ジ
ャ
ッ
キ

両
口
ハ
ン
マ
ー

救
急
セ
ッ
ト
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砧町町会

法人格砧町自治会

石井戸会

大蔵住宅自治会

大蔵東部町会

大蔵本村睦会

岡本自治会

砧公園ヒミコマン
ション管理組合防災
本部

ヴェルレージュ世田
谷砧防災本部

砧１丁目ＡＰ防災部

団体名

1 2 3 砧町町会倉庫

2 500 2

4 2

サバイバルブ
ランケット74
枚

石井戸公園防
災倉庫

石井戸会会員世帯

1 5 2 防災倉庫
防災訓練の際、参
加者に配る

2 3 1 2
防災用かまど
セット2基

集会所、防災倉
庫、社務所倉庫

1 1 防災シート 氷川神社倉庫

50 50 2 2 2 2 毛布70枚 安養館等

1 1 19 1
カセットボン
ベ36本

防災倉庫

1

蓄
電
池
セ
ッ
ト

缶
詰
類

レ
ト
ル
ト
食
品
類

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

食糧等の備蓄

そ
の
他

災
害
用
食
料

備蓄品配布先

非
常
用
ト
イ
レ

照
明

発
電
機

給
水
タ
ン
ク

その他 保管場所
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砧町町会

法人格砧町自治会

石井戸会

大蔵住宅自治会

大蔵東部町会

大蔵本村睦会

岡本自治会

砧公園ヒミコマン
ション管理組合防災
本部

ヴェルレージュ世田
谷砧防災本部

砧１丁目ＡＰ防災部

団体名

毎週月曜日カチカチの会による町内見回りを実施している。参加者１５～
２０名。※各班別に指定エリアをカチンコにて巡回。

連絡網を重視し、トランシーバーを6台購入済。

せたがや便利帳にある指定避難所（砧小学校）までの距離が当マンション
より1.5ｋｍあり、災害発生時には遠い。一方、当マンションの小学生が通
学用の用賀小学校までは500ｍであり、指定避難所の変更（砧小学校→
用賀小学校）を区と打ち合わせたく準備中です。

砧町町会防災訓練へ参加

その他の防災活動
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３．砧地区の課題と取り組み 

 

課題１ 共通課題 

■発災直後～72 時間：時系列に考えた課題 

課題総括表 
大項目 

 １ 安全の確保 

  ① 自分自身 →大きな揺れが治まるまでの避難行動   

  ② 自宅 →ガス・電気の処理 
→救出・救助活動 →灯りの確保 →耐震性の確保 

 

  ③ ご近所   

  ④ 初期消火行動（操作） →家庭用消火器 →スタンドパイプ →D 級ポンプ →消防水利の把握 

  ⑤ 防災情報の周知 →回覧 →掲示板 →防災訓練 →マンション居住者 

 ２ 避難行動 

  ① 自宅～一時集合所まで →速やかな判断力 
→ルートの把握 

  

  ② 一時集合所～広域避難場所まで →リーダーの役割 →秩序の保持  

  ③ 大規模施設 →施設が持つ役割の把握   

 ３ 安否確認 

  ① 家族 
→連絡手段の確立 

 

  ② ご近所 →日常的なコミュニケーション 

  ③ 町会・自治会 →確認方法 →協力体制    

  ④ 学校・施設 →情報発信・連絡手段 →保護者からの確認方法  

  ⑤ 要援護者 →該当者の把握 →確認方法 →自分で救助を呼ぶ方法（笛など）の周知 

 ４ 避難所・避難生活 

  ① 情報管理・把握 →避難者情報 →在宅避難者情報 →情報の蓄積 →拠点隊や地域本部との連携 

  ② 避難場所数の拡大 →避難場所の確保 →周知 

  ③ 避難者の活用 →マンパワーの確保 →避難所の秩序の保持 

 

大項目１ 安全の確保 

中項目 

  ① 自分自身 
   →大きな揺れが治まるまでの避難行動 
    ●自分自身がケガをしたら、家族やご近所の人を助けることができない。 

 ②③ 自宅・ご近所 
   →救出・救助活動 

    ●隣近所での協力が必要⇒向こう三軒両隣による救助活動 
    ●高齢者・障害者などの救助方法をどうするか。 
   →灯りの確保 

    ●発災の時間帯によっては灯りがなければ話にならない。 
   →ガス・電気の処理 
    ●家屋密集地では一度火災が発生すると、瞬く間に延焼被害に発展する危険性がある。 

   →耐震性の確保 
    ●まずは自宅が倒壊しないよう、耐震化を図る。⇒耐震診断・耐震支援制度等の活用 

  ④ 初期消火行動（操作） 
   →家庭用消火器  

●正しく操作できる人を増やすことが必要    →スタンドパイプ  
   →Ｄ級ポンプ  

   →消防水利の把握       

  ⑤ 防災情報の周知 
   →回覧板     
    ●町会・自治会に加入していないと回ってこないため、未加入者は情報を得られない。 

   →掲示板・広報板     
    ●設置場所を通らないと目に入らない。 
   →防災訓練 

    ●参加した人に防災情報を周知することができるが、どうやって参加者を増やすかが問題。 
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大項目２ 避難行動 

中項目 

  ① 自宅から一時集合所まで 
   →速やかな判断力 

    ●防災無線塔の放送等、避難勧告等が聞こえづらい。⇒逃げ遅れる人をなくす 
   →ルートの把握 
    ●安全なルートを調べておく。 

    ●危険箇所を把握しておく。 
   →情報収集 
    ●避難途中でルート上の危険情報を集め、次の避難行動（～広域避難場所）の際の判断材料にする。 

    ●情報を一元化し、避難行動の際の判断材料にする。 
    ●避難所にも提供できる形で管理したい。 

 ② 一時集合所から広域避難場所まで 
   →リーダーの役割 

    ●避難者を混乱に陥らせないため、次の行動を的確に判断できる人材が必要 
    ●発災時の滞在先により、一時集合所に来られない場合のため、複数の人材が必要 
   →ルートの把握 

    ●被害状況に応じ、より安全なルートで辿り着くことが必要 
   →秩序の保持 
    ●災害時のルールを知らない人（例：町会・自治会未加入者等）に秩序を荒らされる恐れがある。 

  ③ 大規模施設 
   →施設が持つ役割の把握 
    ●行政との協定内容により、その施設が持っている役割や受入れの条件等が決められている場合があ

る。 

    ●ただ闇雲に逃げ込んでも、施設側が受入れられない可能性がある。 

 

大項目３ 安否確認 

中項目 

 ①② 家族・ご近所 
   →連絡手段の確立 

    ●家族内、ご近所同士で安否が確認できる手段が必要 
   →日常的なコミュニケーション 
    ●お互いを知らないようでは助け合えない。 

    ●顔が見える交流が減っている。 

 ③ 町会・自治会 
   →確認方法 
    ●広範囲にわたる確認をするには大変な負担・労力がかかる。 

   →協力体制 
    ●より効率的に実施できる体制が必要 

  ④ 学校・施設 
   →情報発信・連絡手段 

    ●保護者が子ども・施設利用者の安否の現況を入手できる手段が必要 
   →保護者からの確認方法 
    ●アドレス未登録の家庭など、施設側からの発信をキャッチできない場合の確認方法も必要 

  ⑤ 要援護者 
   →該当者の把握 
    ●救助の際に、誰がどのような支援を必要としているのかを把握することが必要 
   →確認方法 

    ●日大生との連携方法などをより具体化することが必要 
   →自分で救助を呼ぶ方法 
    ●救助の手が届くよう、要援護者からの発信方法が必要 
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大項目４ 避難所・避難生活 

中項目 

 ① 情報管理・把握 
   →避難者情報  

●登録する仕組みづくりが必要 
   →在宅避難者情報  

   →拠点隊や地域本部との連携 
   →情報の蓄積 
    ●スムーズな避難所運営に繋げたい。 

 ② 避難場所数の拡大 
   →避難場所の確保 
    ●避難所だけでは不足 
   →周知 

    ●地域住民に避難可能な場所を周知しておくことが重要 

  ③ 避難者の活用 
   →マンパワーの確保 
    ●避難所運営本部だけでは対応しきれない可能性がある。 

    ●発災の時間帯によっては、力のある人材が勤務先にいて避難所に来られない場合も想定する必要がある。 
   →避難所の秩序の保持 
    ●声の大きい人に避難所の秩序を乱されてはいけない。 

 

■平常時：発災直後～72 時間の課題を踏まえた対策（備え） 

課題総括表 
大項目 

 １ 安全確保への備え 

  ① 自分自身 →避難行動パターンを覚える 

  ② 自宅 →自宅内の安全化 →出入口・灯りの点検 

  ③ ご近所 →日頃のコミュニケーション →灯りの確保 

  ④ 初期消火行動 →各種消火機器の操作方法の習得 →消防水利の把握  

  ⑤ 防災情報の周知 →回覧 →掲示板 →防災訓練 →マンション居住者 

 ２ 避難行動の備え 

  ① 自宅～一時集合所まで →避難の基準を決めておく 
→ルートの把握 

→情報収集 

  ② 一時集合所～広域避難場所まで →リーダーの役割 →ルール作り 

  ③ 大規模施設 →施設が持つ役割の把握 

 ３ 安否確認の備え 

  ① 家族 
→連絡手段の確立 

 

  ② ご近所 →日常的なコミュニケーション 

  ③ 町会・自治会 →確認方法 →協力体制 →役員の高齢化 →加入率の衰退 

  ④ 学校・施設 →情報発信・連絡手段 →保護者からの確認方法 

  ⑤ 要援護者 →該当者の把握 →情報の蓄積 →自分で救助を呼ぶ方法 

 ４ 避難所・避難生活の備え 

  ① 情報管理・把握 →避難者情報 →情報の蓄積 →拠点隊や地域本部との連携 

  ② 避難場所数の拡大 →避難場所の確保 →周知 

  ③ 避難者の活用 →マンパワーの確保 

  ④ 備蓄の確保 →在宅避難者 →団体単位 →配分方法 

  ⑤ 多くの人に訓練に参加してもらう →広報 →速やかな避難行動 

  ⑥ 組織力の強化 →役割の明確化 →いつでも誰でも参画できる体制づくり 

  ⑦ 避難所の役割を知ってもらう →生活の不便さ →ルールやマナー 
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大項目１ 安全確保への備え 

中項目 

 ① 自分自身 
   →避難行動パターンを覚える 

    ●自宅内での危険を回避するための行動パターンを確立しておく。 
    ●家族で話し合っておく。 

 ② 自宅 
   →自宅の安全化 

    ●家族でガス・電気の処理の徹底⇒ガスの元栓を締めること、電気のブレーカーを落とし通電火災を防ぐこと 
    ●自宅内の危険箇所をチェックしておく⇒家具転倒防止、ガラス飛散防止、建物の耐震補強など 
   →出入口・灯りの確保 

    ●避難経路を確保するため、出入口を開けておくことの徹底 
    ●夜間の発災に備え、灯りの点検（懐中電灯など） 

  ③ ご近所 
   →日頃のコミュニケーション 

    ●挨拶や会話など、発災時のスムーズな救助活動に繋がる関係を構築しておく 
   →灯りの確保 
    ●近隣の外灯の把握・チェック（自家発電、エネルギー備蓄可能なものかどうか） 

  ④ 初期消火行動（操作） 
   →各種消火機器の操作方法の習得 
    ●家庭用消火器、スタンドパイプ、D 級ポンプなど、防災訓練等に参加し使えるようにしておく。 
   →消防水利の把握 

    ●どこに消火栓があるのか、防災訓練やマップなどで確認しておく。 

  ⑤ 防災情報の周知 
   →回覧板 
   →掲示板 

   →防災訓練 
   →マンション居住者 
    ●集合住宅入居者の把握ができない。 

    ●顔の見える交流が必要 

 

大項目２ 避難行動の備え 

中項目 

 ① 自宅から一時集合所まで 
   →避難の基準を決めておく 

    ●身の危険を感じたら避難行動をとる。 
   →避難用持ち出し物品の準備 
    ●必要なものを確認しておく。 

   →ルートの把握 
    ●安全なルートを調べておく。 
    ●危険箇所を把握しておく。 

   →情報共有のためのツール 
    ●到着までに得た情報を整理するためのフォーマットを用意する。 

 ② 一時集合所から広域避難場所まで 
   →リーダーの役割 

    ●リーダーとして動ける人を決めておく（来れない時の為に複数がよい） 
    ●避難者を混乱に陥らせないため、次の行動を的確に判断できるようにする。 
   →ルートの把握 

    ●安全なルートを調べておく 
    ●危険箇所を把握しておく。 
    ●街路灯や危険箇所、安全な場所等を網羅したマップを作成し周知する 

   →ルール作り 
    ●災害時のルールを知らない人（例：町会・自治会未加入者等）に秩序を荒らされないよう、事前の周知が必要。 

  ③ 大規模施設 
   →施設が持つ役割の把握 

    ●正しく把握し地域住民に周知する必要がある。 
    ※大蔵運動場体育館（遺体収容所）、大蔵第二運動場ロビー（帰宅困難者用施設）など 
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大項目３ 安否確認の備え 

中項目 

 ①② 家族・ご近所 
   →連絡手段の確立 

    ●災害用伝言ダイヤル「１７１」等による伝言サービスの活用 
   →日常的なコミュニケーション 
    ●町会・自治会、避難所等で実施する防災訓練への参加 

    ●地域イベントへの参加 

 ③ 町会・自治会 
   →確認方法 
    ●班長や組長単位に細分化し、狭い範囲（可能なレベル）での方法を考える。 

   →協力体制 
    ●向こう三軒両隣による確認体制の構築 

  ④ 学校・施設 
   →情報の発信・連絡手段 

    ●アドレス登録した家庭向けに一斉送信（学校） 
   →保護者からの確認方法 
    ●保護者が速やかに状況を確認できるようにする。 

  ⑤ 要援護者 
   →該当者の把握 
    ●災害時要援護者名簿を活用する。 
   →確認方法の確立 

    ●役割分担しておく。 
    ●日大との連携体制を具体化しておく。 
   →自分で救助を呼ぶ方法 

    ●笛等で居場所を伝えるなど、有効な方法を周知しておく。 

大項目４ 避難所・避難生活の備え 

中項目 

 ① 情報管理・把握 
   →避難者情報  

●登録する仕組みを作っておく 
   →在宅避難者情報  

   →拠点隊や地域本部との連携 

    ●防災無線での交信訓練をしておく。 
    ●防災無線混線時の方法を決めておく。 
   →情報の蓄積 

    ●パソコンでの管理が不能な場合、紙ベースでの管理方法を決めておく。 

 ② 避難場所数の拡大 
   →避難場所の確保 
    ●モデルハウス、NHK 技研、駅、寺社など避難可能な場所を増やしておく。 

   →周知 
    ●地域住民に避難可能な場所を周知しておく。 

  ③ 避難者の活用 
   →マンパワーの確保 

    ●避難所に無事に避難してきた人にも運営に協力してもらうためのルールづくり 
    ●中学生の力は非常に頼りになる。⇒教育の場でも、子ども達が「何か手伝おう！」という気持ちを育て

る。 

  ④ 備蓄の確保 
   →在宅避難者 
    ●各家庭には多めの備蓄をしておく。 
    ●日常的に使っているような缶詰やレトルトフーズ等のストックを活用 

   →団体単位 
    ●飲める水の確保⇒震災時用の井戸の把握・水質管理 
   →配分方法 

    ●優先順位や配分方法を決めておく。 

  ⑤ 多くの人に参加してもらう 
   →広報 
    ●ＰＲ強化が必要 

   →速やかな避難行動 
    ●訓練参加により、スムーズな運営に繋がる。 

  ⑥ 組織力の強化 
   →役割の明確化 

   →いつでも誰でも参画できる組織づくり 
    ●昼間・夜間問わず活動開始できるようにしておく 

  ⑦ 避難所の役割を知ってもらう 
   →生活の不便さ 

    ●学校に泊まる不便さを理解してもらうことで、自宅での備えの強化に繋げる。 
   →ルールやマナー 
    ●不便な中でも避難者が生活していくためのルールやマナーを心得てもらう。 
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課題２ 地域特性からの課題 

■各エリア共通もしくは各エリアにまたがる課題 
１ 新型コロナウイルス感染拡大防止にかかる避難方法について 

  ① 在宅避難や縁故避難など避難所に行かなくて済む避難方法の呼びかけ 

  ② 避難所での感染拡大防止への協力のよびかけ 

２ 日大との連携体制 

  ① 体制の具体化⇒学校側の体制とのすり合わせが必要 

  ② 発災時間帯による連携内容の整理が必要 

 

■砧エリアの課題 
１ 家屋密集地の火災 

  ① 危険箇所の把握・周知が必要 

  ② 狭あい道路・複雑な道路の把握・周知が必要 

  ③ 初期消火の強化が必要 

２ 防災情報・避難行動の周知 

  ① 防災訓練参加者を増やす工夫が必要 

  ② 町会・自治会未加入者へのアプローチが必要 

  ③ 集合住宅へのアプローチが必要 

３ 避難場所の確保 

  ① 避難所が山野小だけでは足りない。避難可能な場所を増やすことが必要 

  ② 民間事業者（モデルハウス）との避難所協定⇒ルールづくりが必要 

 
■大蔵エリアの課題 
１ 避難場所の確保 

  ① 避難所（砧小）から遠いエリアの住民の避難行動のルール作りが必要 

  ② 横根稲荷神社以外にも一時避難場所を増やすことが必要                       

２ 大規模施設との関係性 

  ① 行政との協定等により、施設が担うべき役割について、正しい周知が必要 

   ※総合運動場（遺体安置所）、大蔵第二運動場（帰宅困難者用施設）、やっちゃば（物資拠点施設）、成育医療研究センター（妊産婦及び乳幼児の受入れ）、日大商学部（第２順位避難所） 

など。 

３ 土砂災害の危険性 

  ① 国分寺崖線沿いなど、危険箇所の周知が必要 

  ② 避難行動の周知が必要 

 
■岡本エリアの課題 
１ 避難所までの避難経路 

  ① 急な坂道など避難所へ行くこと自体、危険を伴う箇所が多い。危険箇所の把握・周知が必要 

  ② 避難所への避難が不可能と判断した場合の避難行動を決めておくことが必要 

２ 避難場所の確保 

  ① 避難所までの経路の危険性により、一時集合所の役割を整理することが必要 

  ② そこでどうするのかを明確化し、地域住民に周知することが必要 

3 備蓄の呼びかけ 

  ① 在宅避難者が多く見込まれるため、各家庭での備蓄を多目に用意してもらうことが必要 

  ② 良質な井戸水が豊富な地域。災害時に活用できる井戸を確保することが必要 

４ 水害や土砂災害の危険性 

  ① 危険箇所の把握が必要 

  ② 豪雨の際、防災無線塔の放送が聞こえない。避難行動へのタイミング等の判断力が必要 

 
■砧公園について 
１ 備蓄物品の活用 

  ① 災害時に生活をする場所ではないが、やむを得ない場合に何日か過ごせるように、備蓄物品を 
活用する工夫を考えることが必要 

  ② 広域避難場所に避難してきた避難者への情報や物資の提供の可能性を検討する 

２ 防災拠点としての活用・啓発 

  ① かまどベンチや防災パーゴラ等の防災設備について、設置するまでの行動を決めておくと良い 

   ② 発災時に砧公園のどこに逃げればよいか等の周知・啓発が必要 

3 子どもたちの遊び場としての公園の本来の役割 

  ① 大人が災害復旧活動をしている間に、子どもたちが遊べるスペースを確保する 

  ② 学校休校中の子どもが体力を確保するため、遊び場としてのスペースを確保する 
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■在宅避難について 
１ 在宅避難推進のための周知・啓発 

  ① 在宅避難の必要性の周知が必要 

 

 

 

 

 

 

② 

 

③ 

④ 

防災訓練などのイベントを通じて在宅避難のメリットや避難所生活のデメリットを周知し、在 

宅避難を推進していくことが必要 

在宅避難に必要な知識や準備について、さらなる周知・啓発や支援が必要 

在宅避難時の情報収集ツールとなる「世田谷区防災ポータル」の活用方法の周知が必要 

２ 自宅の安全対策 

  ① 自宅の耐震化、家具の転倒防止、自宅の整理・整頓が必要 

３ 備蓄品の準備 

  ① 生活物資の準備（飲料水・生活用水・食料・日用品など） 

※最低限３日分、可能であれば７日分の準備が必要。日頃からローリングストックを行っておく 

  ② インフラ代替品の準備（電気・ガス・水道・トイレの代替手段） 

  ③ 各家庭に合わせた個別用品の準備（薬・眼鏡・哺乳瓶・おむつなど） 

４ 情報の入手方法の確認 

  ① 風評やデマに流されず、正確な情報を入手することが必要 

  ② 日頃から発災時に必要な情報の入手先（ラジオ、テレビ、防災行政無線、世田谷区防災ポータ 

ル、X（旧 twitter）など）を把握しておくことが必要 

 

　　　　　　　（－896－）砧－33　　　　　　　




